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かんしききょう・かがみいた・かんれい　漢式鏡・鏡板・環鈴

じぞうぼさついたび（あたまいたじぞう）地蔵菩薩板碑（頭痛地蔵）

県指定
所在地：菅

県指定
所在地：今田町下小野原

文久2年（1862）3月、
菅集落内ヨセワの坪を開
墾中に、地下約1ｍの所か
ら出土したものである。
おそらく古墳の主体部に
当たったのであろう。
漢式鏡は直径20㎝の三
角縁神獣鏡で、飛禽走獣

ひきんそうじゅう

文
もん

と方格半円帯の中に神
仙と霊獣を配した、いわ
ゆる三角縁画文帯対置式
神獣鏡である。鏡板は装
飾に5個の鈴を付けた轡

くつわ

の
一部で、環鈴とともに古
代の馬具の一種であり、
古墳時代中期から後期（5
～6世紀）にかけて古墳に
盛んに副葬されたもので
ある。

上部先端を欠失しているが、そこ
に宝珠と錫杖を持つ地蔵菩薩立像
を、蓮華座上に乗せて肉厚に刻んで
いる。またその下には、「七千部経
文和二二（4）年十月日」の銘文を
陰刻しており、西暦1355年、南北朝
時代の製作であることが明らかであ
る。
和田寺山内に所在。
総高124㎝、像高33㎝。
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